
　
　
　
第
九
巷
　
．
紹
　
介
　
　
理
趣
金
冠
塚
書
巽
の
逡
寳

が
あ
る
。
（
貰
便
ご
一
∵
八
○
、
大
坂
だ
る
ま
や
書
店
護
費
）
〔
以
土

岩
橋
〕

　
　
⑳
慶
州
金
冠
塚
ご
其
の
遣
寳
　
上
半

　
大
刀
十
年
の
秋
、
新
羅
の
一
階
慶
酒
乱
の
入
口
に
於
い
て
偶
然

一
見
せ
ら
れ
た
嚇
積
石
塚
の
埋
裁
品
は
、
其
の
質
よ
り
見
る
も
、

ま
海
量
の
上
よ
り
す
る
も
、
我
が
領
土
内
室
荊
の
こ
噌
こ
に
下
し
、

東
亜
に
於
け
る
ツ
タ
ン
カ
～
メ
ン
の
墓
ミ
も
云
ふ
可
き
重
要
さ
を

持
つ
｝
大
嘘
見
で
あ
っ
た
。
さ
れ
ば
朝
鮮
総
督
府
で
ば
當
初
關
野

濱
田
爾
古
蹟
調
査
委
員
等
に
領
し
て
下
地
の
調
査
を
行
ひ
、
後
遣

物
の
京
城
に
移
さ
る
・
や
、
濱
田
博
士
監
督
の
下
に
，
梅
原
、
小

川
面
詰
托
を
し
て
專
ら
整
理
に
任
に
當
ら
し
め
て
完
希
な
る
報
告

書
の
作
製
を
期
し
た
が
、
志
望
三
年
の
歳
月
を
費
し
て
頃
日
や
う

や
く
全
部
の
調
査
の
完
成
を
見
る
に
至
り
、
今
ま
や
濱
田
梅
原
爾

氏
の
提
繊
し
た
本
文
、
、
」
周
版
ざ
の
二
部
よ
り
成
る
悔
文
の
上
牟

が
、
『
、
慶
州
金
冠
塚
ざ
其
急
落
L
ε
題
し
て
、
総
督
府
の
古
蹟
調

査
特
別
報
告
の
第
三
冊
ミ
し
て
印
行
を
見
た
の
は
大
い
に
慶
賀
す

べ
き
こ
ε
で
あ
る
。
本
報
告
の
本
文
は
四
六
倍
板
百
七
＋
六
頁
ε

莫
文
の
梗
概
三
十
頁
S
か
ら
成
っ
て
み
て
、
初
に
古
墳
の
形
歌
忍

　
　
　
　
　
　
　
　
纂
閃
貿
観
　
　
　
一
一
二
八
　
　
（
山
ハ
一
二
轟
ハ
）

封
土
の
築
成
ミ
を
論
き
、
盗
掘
に
從
算
し
た
諸
鹿
，
大
坂
等
諸
氏

の
云
ふ
慮
に
基
き
副
葬
品
の
埋
浸
歌
態
を
叙
し
て
棺
榔
の
構
造
に

及
び
、
患
土
の
品
欝
を
刺
記
し
て
遺
物
の
豊
富
さ
を
示
し
て
第
一

章
の
序
設
を
終
へ
、
第
二
章
以
下
を
一
々
の
遺
物
の
起
蓮
に
常
て

・
、
先
づ
初
に
各
種
の
容
器
類
の
章
を
設
け
、
土
器
か
ら
は
じ
め

て
、
鐡
釜
、
金
届
製
恥
掻
、
漆
器
及
木
器
職
璃
器
等
ミ
節
を
分
っ

て
器
形
か
ら
其
の
特
質
に
亘
り
記
載
す
る
慮
あ
り
、
第
三
章
は
装

飾
品
の
（
一
）
ミ
し
て
、
精
巧
な
黄
金
製
の
耳
飾
を
は
じ
め
、
頭
飾

の
玉
、
釧
及
指
輪
、
金
色
樂
然
た
る
鍔
欝
類
書
腰
弘
願
等
被
葬
考

の
慨
し
た
即
身
其
を
細
論
し
、
な
ほ
二
足
の
野
畑
を
畢
け
て
上
冊

を
終
へ
、
金
冠
は
じ
め
自
餓
の
装
身
具
馬
具
、
武
器
其
他
を
下
冊

に
譲
っ
て
み
る
。
野
冊
の
岡
版
は
如
上
の
記
蓮
に
野
臥
す
る
甦
物

の
集
録
で
あ
っ
て
、
四
六
西
倍
版
の
大
き
に
精
巧
な
壌
璃
版
に
色

好
な
さ
を
加
へ
て
、
其
、
の
復
窮
に
意
を
用
ひ
た
堂
々
た
る
も
の
、

金
冠
塚
の
報
告
ミ
し
て
ふ
さ
わ
し
い
感
を
輿
へ
る
。
上
に
記
し
た

野
生
の
報
告
は
稀
に
見
る
精
良
品
を
諸
方
弼
か
ら
観
察
記
載
す
る

¶
こ
共
に
、
こ
れ
を
既
懲
の
講
鋼
、
こ
比
較
じ
、
ま
た
三
酉
の
文
献
、

癒
物
を
滲
撫
し
て
一
々
の
源
流
に
遡
り
て
其
の
性
質
を
明
確
な
ら



し
む
る
に
意
を
用
み
て
み
る
。
從
っ
て
名
は
一
古
墳
の
報
告
で
あ

る
が
、
同
臨
に
從
來
の
嚢
見
飽
か
ら
蹄
益
し
た
東
亜
考
古
學
上
の

業
績
の
嚇
集
積
亨
も
見
る
暖
く
、
内
に
含
ま
る
・
漆
器
、
坂
璃

据
、
帯
飾
等
に
關
す
る
研
究
は
西
入
の
参
考
に
も
資
す
へ
き
で
あ

る
。
副
腎
が
完
結
せ
ら
れ
た
ら
一
層
光
輝
を
放
つ
こ
ミ
で
あ
ら

う
。
（
総
督
府
印
行
、
非
常
品
）

　
　
燈
加
賀
能
登
祇
寺
奮
跡
古
城
掌
篇
塵
遺
跡

　
石
川
縣
史
蹟
名
勝
調
査
報
告
第
二
輯
ミ
し
て
印
行
セ
ら
れ
た
も

の
で
、
委
員
上
田
八
事
氏
の
編
薯
に
か
・
り
、
農
裁
す
べ
て
第
一

輯
に
等
し
く
、
四
六
倍
版
本
文
九
十
八
頁
、
樋
門
三
十
二
葉
、
挿

圏
二
＋
の
．
冊
子
で
，
歴
史
時
代
に
属
し
た
表
題
の
各
種
類
の
史
蹟

に
解
説
を
加
へ
て
あ
る
。
先
づ
肚
寺
ミ
し
て
は
能
登
に
於
け
る
國

分
寺
蛙
を
は
じ
め
、
加
賀
の
糖
耐
蛙
、
縣
内
に
於
け
る
古
堂
塔
の

礎
石
、
こ
獲
見
の
古
瓦
，
白
由
、
石
動
二
等
の
名
山
に
關
係
を
持
つ

遣
跡
、
総
持
寺
、
．
安
詳
寺
利
生
塔
鮭
、
超
勝
生
蛙
等
各
酵
代
に
亘

る
遺
跡
の
調
査
を
牧
め
、
古
城
鮭
關
係
で
は
有
名
な
倶
利
加
羅
の

古
戦
場
か
ら
、
大
袈
寺
城
、
穴
水
城
、
木
尾
王
城
、
七
尾
城
、
小

松
附
近
の
諸
城
、
鳥
越
、
末
松
等
の
主
な
る
諸
城
趾
を
綱
糊
し
、

　
　
第
九
巻
　
　
紹
　
介
　
　
加
賀
能
登
磯
寺
響
跡
古
城
蛙
殖
薩
遺
跡

ま
た
鳳
至
郡
中
居
村
に
あ
る
蟻
物
師
の
遺
跡
ε
、
有
名
な
九
谷
の

窯
趾
ミ
を
紹
介
し
て
附
す
る
に
石
川
郡
笠
間
村
に
あ
る
立
石
を
同

郡
山
島
村
の
石
佛
－
こ
の
受
歌
報
告
を
以
て
し
て
み
る
。
是
等
の
一

々
の
趨
蓮
は
愛
盛
島
、
の
も
の
、
遭
際
を
忠
實
に
録
す
る
こ
ぐ
｝
に
意

を
用
ひ
て
あ
る
ミ
同
時
に
、
そ
れ
が
歴
史
階
代
の
も
の
で
あ
る
こ

鳩
こ
か
ら
、
調
査
を
ば
文
献
上
に
も
及
ぼ
し
て
、
其
の
沿
革
を
論
じ

挿
む
に
大
類
博
士
は
じ
め
專
門
家
の
研
究
の
業
蹟
を
場
て
し
て
説

明
を
助
け
て
み
る
塵
な
ご
、
薯
者
の
用
意
甚
だ
周
到
で
あ
り
，
地

方
史
蹟
の
紹
介
書
ε
し
て
出
色
の
も
の
な
る
は
云
ふ
を
倹
た
な

い
。
た
望
記
載
が
あ
ま
り
に
多
方
颪
に
亘
っ
て
み
る
の
で
、
上
田

氏
の
博
識
を
以
て
し
て
な
ほ
其
の
記
述
に
往
々
誤
謬
の
見
受
け
ら

れ
る
こ
、
こ
は
龍
馬
の
事
で
あ
る
。
一
例
を
畢
け
る
な
ら
ば
第
六
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

頁
に
畢
け
ら
れ
た
壁
書
に
於
い
て
著
者
が
像
儒
・
こ
翫
ん
で
み
る
慮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

の
如
き
　
闘
版
第
四
二
に
欝
照
す
る
唱
こ
、
そ
れ
は
明
に
陣
僧
S
す
べ

き
で
、
前
者
は
護
雪
ぐ
」
云
．
勘
前
も
た
ま
た
ま
文
書
が
圓
版
に
牧
め

ら
れ
た
儒
に
究
め
得
た
の
で
あ
る
Q
然
し
こ
の
如
き
は
圃
よ
り
白

玉
の
微
震
で
本
影
の
藩
儒
を
上
下
す
る
も
の
で
は
な
か
ら
う
。
（
石

川
縣
印
行
、
縣
に
て
實
聾
領
布
）

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
一
二
九
　
　
（
山
ハ
三
七
）
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卯

　
　
　
第
九
巻
　
　
紹
　
介
　
　
蔚
手
縣
史
蹟
名
囎
天
然
紀
念
物
調
査
報
告

　
　
麟
岩
手
縣
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告

　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
冊

憾
む
る
虚
構
會
委
員
小
田
島
藤
郎
氏
の
執
筆
し
た
縣
下
に
於
け
る

竪
穴
及
チ
ヤ
シ
に
瀕
す
る
調
査
の
内
の
前
考
に
適
す
る
報
告
で
あ

っ
て
、
氏
の
熱
心
な
探
究
に
依
っ
て
前
年
來
岩
手
郡
「
方
井
村
を

中
心
ε
し
て
多
撒
に
嚢
見
せ
ら
れ
た
彌
生
式
土
器
及
び
鐡
器
片
を

包
藏
す
る
竪
穴
群
に
就
い
て
綜
合
的
に
強
迫
し
た
も
の
で
あ
る
。

菊
版
五
十
頁
あ
る
本
文
．
に
於
い
て
、
先
づ
岩
手
縣
下
に
於
け
る
同

種
の
竪
穴
の
分
布
ε
其
の
形
態
の
一
斑
を
戴
け
、
つ
い
で
右
の
一

方
井
ミ
ニ
戸
郡
の
各
地
に
あ
る
一
々
の
竪
穴
群
の
實
際
に
就
い
て

説
く
一
こ
こ
ろ
あ
．
り
，
以
下
竪
穴
の
埋
没
歌
態
ε
逡
物
散
列
地
の
醐

係
、
竪
穴
の
内
部
の
形
態
の
考
察
ミ
、
鉱
物
の
包
含
狂
態
、
登
見

の
遣
物
、
穴
内
の
設
備
等
に
項
を
分
け
て
細
設
し
、
な
ほ
竪
穴
の

示
す
礎
か
ら
當
時
齪
に
一
部
に
農
業
の
行
は
れ
て
る
た
こ
ミ
に
記

述
を
及
ぼ
し
，
結
論
ミ
し
て
此
種
の
竪
穴
の
性
質
を
概
括
し
て
み

る
。
而
し
て
如
上
の
記
蓮
ミ
参
照
す
べ
く
、
冠
着
に
、
閲
竪
穴
の
分

布
圖
は
じ
め
、
顯
著
な
癒
跡
の
形
歌
岡
輪
留
の
魁
物
の
寓
眞
等
二

十
葉
の
欝
欝
を
附
し
て
碍
管
．
の
性
質
の
究
明
に
資
し
て
あ
る
。
報

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
｝
四
〇
　
　
（
山
並
一
二
八
）

告
書
中
交
ゆ
る
著
者
の
多
く
の
見
解
の
申
に
は
な
ほ
考
慮
の
同
地

の
存
す
る
も
の
も
見
受
け
ら
れ
る
様
で
あ
る
が
、
圃
々
の
強
跡
が

忠
實
に
記
録
せ
ら
れ
て
る
る
灘
か
ら
、
遣
跡
そ
の
も
の
が
奈
良
朝

か
ら
李
安
初
期
に
亘
り
日
本
入
の
秘
先
の
遣
し
た
こ
ミ
を
推
測
せ

ら
る
Σ
上
代
奥
州
の
拓
殖
史
上
に
重
要
な
關
係
を
持
つ
も
の
な
る

に
於
い
て
、
永
く
學
界
に
寄
輿
す
る
慮
あ
る
べ
き
好
著
な
の
を
信

じ
て
著
考
の
努
力
に
射
し
て
敬
意
を
嘉
す
る
吹
第
で
あ
る
。
　
（
岩

手
縣
細
行
、
非
費
品
）

　
　
麟
人
類
學
及
人
種
學
上
よ
り
見
た
る
北
東
亜
細
亜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
博
士
鳥
居
龍
旧
著

　
愚
考
鳥
居
博
士
が
大
正
八
年
に
試
み
ら
れ
た
項
部
西
伯
利
亜
の

畢
術
探
瞼
は
同
地
域
に
封
ず
る
本
邦
道
者
の
行
っ
た
最
初
の
世
界

的
の
幾
暴
で
あ
．
つ
て
、
齋
し
蹄
ら
れ
た
ミ
こ
ろ
の
大
な
る
を
聞
く

に
つ
け
其
の
調
書
研
究
の
結
果
の
一
日
も
早
く
公
に
せ
ら
れ
る
こ

、
こ
を
翼
博
す
る
の
は
箪
に
一
部
の
入
士
の
み
に
一
こ
草
ま
ら
な
い
の

で
あ
る
が
、
こ
れ
に
就
い
て
は
大
正
十
一
年
に
朝
鮮
総
督
府
か
ら

古
蹟
調
査
特
別
報
告
の
第
二
冊
ミ
し
て
｝
、
北
満
州
及
び
東
部
西
伯

利
亜
調
査
報
告
」
ミ
題
す
る
簡
潔
な
調
査
の
梗
概
が
公
に
せ
ら
れ



た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
さ
れ
ば
気
温
公
に
せ
ら
れ
た
表
題
の
一
書

は
同
じ
地
域
を
綜
括
鍬
象
一
こ
せ
ら
れ
て
る
る
に
於
い
て
著
し
く
注

臼
を
惹
く
ざ
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
本
書
筆
を
西
磁
利
亜
調
査
の

必
衙
女
な
る
所
…
以
に
起
し
、
浦
瀬
…
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
、
チ
タ
、
チ
、

ハ
ル
、
ブ
ラ
コ
ベ
チ
エ
ン
ス
ク
、
ニ
コ
ラ
エ
フ
ス
ク
、
ハ
バ
ロ
フ

ス
ク
等
著
者
の
調
査
の
行
程
に
從
っ
て
各
般
の
事
項
を
叙
し
、
更

に
大
正
十
年
夏
に
於
け
る
北
樺
太
、
サ
ハ
レ
ン
州
の
操
槍
の
縄
過

に
も
及
び
、
附
録
ε
し
て
「
北
樺
太
、
及
黒
龍
江
下
流
の
民
族
に

就
て
」
ミ
「
闇
宮
林
藏
氏
－
こ
樺
太
及
び
東
縫
地
方
S
の
關
係
に
就

て
」
の
二
編
が
鯉
あ
一
．
り
。
本
山
叉
四
六
版
ポ
イ
ン
ト
組
五
百
百
ハ
に
ト
山
り

な
ほ
巻
頭
三
＋
飴
の
挿
繍
を
加
へ
た
容
量
の
甚
だ
大
な
る
も
の
で

あ
ゑ
然
し
こ
れ
を
讃
む
に
其
の
序
亥
に
も
云
っ
て
み
る
如
く
、

や
は
り
離
調
記
で
あ
っ
て
、
内
容
に
於
い
て
前
記
ω
縮
督
府
印
行

の
報
告
ε
殆
ん
さ
再
帰
の
な
き
も
の
。
從
っ
て
表
題
に
示
さ
れ
て

み
る
平
な
綜
括
的
の
研
究
が
見
ら
れ
な
い
。
尤
も
本
書
の
記
蓮
は

非
常
に
詳
密
で
、
大
抵
の
事
は
繰
返
し
て
二
度
づ
蕊
説
か
れ
て
み

る
の
で
、
前
者
で
不
備
の
鮎
が
よ
く
補
は
れ
て
あ
る
し
、
其
の
文

は
遺
物
強
制
や
人
種
そ
の
も
の
よ
り
も
其
ω
環
境
特
に
西
伯
利
亜

　
　
第
九
巷
　
　
紹
　
介
　
　
慶
樹
南
北
遺
忠
溝
粥
甦
古
蹟
調
査
報
告

の
風
物
を
叙
す
る
礎
詳
し
く
且
つ
美
し
い
文
章
を
し
て
み
て
讃
む

間
に
自
ら
身
共
に
あ
る
の
思
ひ
あ
ら
し
め
、
ま
た
調
査
の
困
難
に

録
し
て
彿
は
れ
た
努
力
を
讃
む
に
つ
れ
て
今
更
な
が
ら
博
士
に
敬

意
を
表
す
る
心
持
ち
に
な
る
。
蓋
し
雲
脚
に
く
ろ
て
此
の
｝
書
は

忘
れ
難
い
記
念
で
あ
ら
う
。
九
“
吾
々
は
本
書
を
手
に
す
る
に
づ

け
か
・
る
多
大
の
苦
心
を
以
て
し
九
著
者
の
調
査
研
究
の
成
果
が

一
日
も
早
く
嚢
表
せ
ら
れ
る
こ
ε
の
期
待
を
一
封
深
く
す
る
次
第

で
あ
る
。
（
東
京
岡
書
院
嚢
行
、
仁
丹
・
八
○
）

　
　
⑳
慶
爾
南
北
蓮
忠
清
南
道
古
蹟
調
査
報
告

　
朝
鮮
総
督
府
大
正
十
「
年
度
雷
蹟
調
査
報
告
書
の
第
一
冊
ミ
し

て
印
行
せ
ら
れ
た
唱
導
古
蹟
調
査
委
員
藤
田
亮
策
、
導
爆
托
梅
原

末
治
、
小
原
顯
夫
三
氏
の
提
供
に
係
る
報
文
で
あ
る
。
四
六
倍
版

本
文
三
十
六
頁
、
全
隊
三
十
五
葉
か
ら
成
っ
て
、
罪
す
る
ε
こ
ろ

は
慶
爾
南
道
に
於
け
る
金
海
、
梁
山
二
貝
塚
の
調
査
概
要
か
ら
、

慶
州
墨
黒
の
石
器
に
平
す
る
起
蓮
ミ
、
其
の
古
墳
臨
土
の
異
形
陶

質
器
、
同
地
に
あ
る
四
天
王
寺
、
望
徳
寺
、
鼻
溝
寺
、
昌
林
寺
等

の
古
寺
趾
の
現
歌
調
査
、
若
木
の
古
墳
群
、
扶
餓
の
島
物
に
關
す

る
二
三
の
起
述
賊
す
べ
て
八
項
で
あ
る
。
二
週
間
内
外
の
短
階
日

　
　
　
　
　
　
　
　
第
漏
號
　
　
　
桶
四
＝
　
　
（
六
一
二
九
）



第
↓
ル
巷
　
　
　
翻
…
　
介
　
　
　
繭
鰭
朔
糠
肺
洛
糊
遡
査
師
聴
甥
柚
職
無
q
　
　
董
弾
豊
漁
隣
A
毘
澱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
「
四
號
　
　
　
嚇
四
二
　
　
（
山
ハ
四
〇
）

の
調
査
な
の
で
從
來
鐵
た
報
告
の
無
く
｝
つ
の
立
教
を
祖
述
し
た

も
の
で
は
な
い
が
、
中
で
四
天
王
寺
蛙
や
望
徳
寺
蛙
の
如
き
は
費

測
圖
を
添
へ
て
堂
塔
の
配
置
を
明
示
し
て
燕
礎
的
の
記
載
で
あ
り

慶
州
に
於
け
る
着
器
關
係
事
項
の
調
査
の
如
き
も
、
梁
山
貝
塚
の

概
説
ε
共
に
は
じ
め
て
世
に
紹
介
せ
ら
る
Σ
雫
」
・
こ
ろ
で
あ
る
か

ら
鮮
明
な
再
版
ミ
勢
照
す
る
に
於
い
て
研
究
上
の
参
考
、
こ
な
る
で

あ
ら
ざ
。
（
総
督
府
印
行
、
非
費
品
）

　
　
愚
朝
鮮
部
落
調
査
特
別
報
告
　
第
一
冊

　
同
じ
く
朝
鮮
聰
督
燈
の
餓
版
で
、
大
正
＋
…
年
九
月
か
ら
＋
月

に
亘
り
冷
魂
次
郎
氏
の
調
査
し
た
朝
鮮
民
家
に
関
す
る
報
告
を
載

せ
た
も
の
で
あ
る
。
四
六
億
版
本
文
七
＋
八
頁
、
訪
露
四
＋
一
枚

の
大
き
い
冊
子
で
、
今
氏
の
朝
鮮
民
家
の
調
査
は
既
に
一
部
分
建

築
艦
誌
に
獲
表
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
・
に
纏
ま
っ
た
の
で

先
づ
其
の
初
に
朝
鮮
民
家
の
調
査
に
於
い
て
得
た
全
艦
言
し
て
の

あ
か
る
い
邸
象
を
藥
ぴ
て
緒
言
に
代
へ
、
次
に
調
査
の
中
心
を
な

す
民
家
の
構
造
及
び
問
取
り
に
閥
す
る
詳
密
な
記
載
を
行
ひ
、
温

突
は
じ
め
輌
鮮
現
家
の
欝
つ
特
質
を
明
に
す
を
ε
共
に
、
蓮
ん
で

そ
れ
等
の
上
に
表
は
れ
て
る
る
地
方
的
の
癬
蓮
を
論
じ
て
、
間
取

り
に
北
方
型
ミ
南
方
型
ミ
の
こ
式
あ
る
こ
ミ
、
而
し
て
爾
者
が
我

が
内
地
の
民
家
の
四
つ
目
の
聞
取
ぐ
」
密
接
な
此
段
に
あ
る
こ
く
」
を

想
定
し
、
最
後
に
冷
や
内
地
人
ε
の
交
渉
に
依
っ
て
動
き
つ
・
あ

る
改
良
民
家
に
及
ん
で
、
随
所
に
興
味
の
あ
る
考
察
を
加
へ
て
る

る
。
行
文
輕
快
な
る
が
士
に
、
箕
、
の
筆
に
成
る
家
燈
の
構
造
や
蒲

取
の
周
に
は
著
者
の
創
意
に
出
た
氣
持
の
よ
い
窮
生
が
あ
っ
て
，

雨
者
か
ら
朝
鮮
の
民
家
が
鮮
か
に
描
き
出
さ
れ
て
み
る
の
は
特
記

に
値
し
や
う
。
た
“
此
の
好
著
が
典
器
品
で
あ
る
が
儒
に
一
般
に

行
亘
ら
な
い
こ
S
を
憾
S
す
る
。
（
総
督
府
庶
務
部
印
行
）

　
　
劔
董
欝
吉
金
圏

　
此
の
三
瀬
は
大
阪
の
齋
藤
椀
藏
氏
が
、
其
の
珍
藏
に
係
る
支
那

の
古
銅
器
六
個
を
實
大
の
蚕
豆
塚
こ
し
て
傭
友
に
頒
た
れ
た
立
派

な
滞
子
で
あ
っ
て
、
初
に
あ
る
内
藤
女
學
博
士
の
序
文
に
依
る

ε
、
六
個
共
に
告
ぐ
る
戊
午
の
年
に
山
東
長
清
の
民
が
地
を
掘
っ

て
獲
た
臓
所
の
確
か
な
「
フ
ン
ド
」
で
あ
り
、
ま
た
形
妖
銘
丈
な

、
こ
か
ら
羅
振
玉
の
商
器
ざ
考
定
し
た
も
の
で
あ
る
こ
ミ
か
知
ら
れ

る
。
｝
膿
支
那
の
古
銅
器
に
は
出
所
の
明
な
も
の
や
、
件
出
歌
態

の
分
明
し
た
類
が
甚
だ
稀
で
あ
る
儒
に
、
研
究
の
困
難
の
多
い
こ



霊
は
好
者
の
歎
ず
る
虚
で
あ
る
。
從
っ
て
こ
・
に
載
せ
ら
れ
た
如

き
優
秀
な
…
群
の
出
所
や
共
存
の
息
め
ら
れ
た
事
は
ま
こ
ミ
に
慶

賀
す
べ
き
こ
・
こ
で
、
其
の
鮎
か
ら
此
の
書
は
永
く
役
立
つ
も
の
で

あ
ら
う
，
（
齋
藤
氏
印
行
、
非
賞
品
）

　
　
⑳
長
野
縣
吏
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
輯

　
前
年
刊
行
の
第
…
輯
に
引
写
い
て
大
正
十
こ
年
九
月
以
降
に
委

員
諸
氏
の
調
査
し
た
同
調
下
の
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
に
嘱
す
る

報
告
二
十
四
編
を
牧
録
し
た
も
の
。
其
の
史
蹟
の
部
に
あ
、
つ
て
は

今
非
委
員
の
稿
し
た
大
正
十
二
年
三
月
嚢
見
の
諏
訪
郡
卒
野
村
に

あ
る
石
器
時
代
の
竪
穴
に
書
す
る
調
査
記
録
を
は
じ
め
、
埴
科
郡

豊
榮
村
、
束
條
村
に
あ
る
屋
根
形
天
井
の
石
室
を
有
す
る
ク
ー
ル

ン
に
就
い
て
の
宮
坂
氏
の
研
究
、
小
山
委
員
の
小
縣
郡
辰
口
の
高

塚
吉
墳
の
調
査
報
告
、
藤
澤
氏
の
寛
政
年
間
に
多
藪
の
副
葬
品
を

崩
し
弛
吏
級
郡
川
棚
村
の
二
古
墳
等
の
上
代
慧
跡
か
ら
、
下
は
永

藤
四
年
の
八
幡
薄
暮
職
場
（
悪
弊
委
員
）
藁
田
幸
隆
夫
妻
及
昌
幸

之
墓
（
藤
澤
委
負
）
に
及
び
、
ま
た
特
殊
の
史
蹟
ε
し
て
ト
北
佐

久
郡
芦
隣
村
の
｝
里
塚
、
長
倉
牧
の
蓮
跡
、
蕎
御
射
山
の
遺
跡
等

　
　
　
錦
，
九
巻
　
　
紹
　
介
　
　
長
野
縣
吏
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
皆

の
記
蓮
が
あ
り
、
天
然
物
に
於
い
て
は
「
や
ま
い
た
ち
」
、
ひ
め
ば

ら
も
み
」
i
八
房
栗
」
「
名
本
ε
し
て
の
醗
の
木
」
「
同
祁
塗
、
松
」
椒

魚
、
白
馬
濃
泉
の
石
灰
華
、
南
佐
久
郡
川
上
村
産
の
水
晶
等
動
物

植
物
か
ら
鑛
物
に
も
亘
っ
て
み
る
。
是
等
の
報
告
は
恩
名
を
超
ゆ

る
委
員
の
執
築
な
の
で
膿
裁
上
な
ら
す
精
粗
種
々
あ
る
が
、
各
自

導
門
の
立
場
か
ら
要
黙
を
墨
け
て
あ
る
の
で
研
究
者
の
手
引
ミ
し

て
は
ま
こ
ε
に
重
寳
な
も
の
で
あ
る
。
本
報
告
書
菊
版
百
二
＋
頁

で
あ
る
が
主
導
＋
三
頁
は
鮮
明
な
網
版
の
爲
眞
で
、
こ
の
中
に
專

門
家
に
も
滲
考
ε
な
る
よ
い
圖
が
含
ま
れ
て
み
る
。
　
（
長
野
縣
學

務
諜
印
行
）

　
　
纏
奈
良
縣
高
市
郡
古
墳
誌

　
上
代
史
蹟
の
中
心
で
あ
る
大
野
に
於
い
て
最
も
古
墳
宵
奔
が
多

く
、
且
つ
重
要
な
意
義
を
持
つ
も
の
を
含
む
高
市
郡
の
造
跡
の
集

録
で
あ
っ
て
，
郡
衙
の
計
遭
に
基
き
、
痢
地
の
網
地
に
精
通
し
た

野
上
正
篤
、
土
非
利
顯
こ
氏
が
主
ε
な
っ
て
騙
述
し
た
も
の
。
旧

版
二
百
六
＋
鶴
頁
の
本
文
に
多
望
の
挿
糠
を
加
へ
た
冊
子
で
、
ほ

ゴ
三
つ
の
部
分
か
ら
鰐
革
て
る
る
。
其
の
第
嚇
、
は
総
論
で
あ
っ

て
、
我
が
古
墨
墓
．
側
の
概
要
ミ
副
葬
品
ミ
が
虚
報
を
郡
内
の
潰
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
盤
鋸
四
門
構
　
　
　
　
一
㎜
回
一
二
・
（
六
四
一
）



　
　
　
第
九
谷
　
　
紹
　
介
　
　
古
墳
ミ
上
代
の
丈
化
（
櫓
補
本
）

遺
物
に
ミ
つ
て
わ
か
O
易
く
設
か
れ
て
あ
り
、
第
二
は
御
陵
墓
の

章
で
、
同
郡
内
に
あ
る
上
代
に
醗
ず
る
十
歎
の
陵
墓
に
就
い
て
關

係
の
丈
献
を
集
録
し
て
麗
日
に
も
及
び
、
第
三
に
於
い
て
、
郡
内

八
百
除
の
多
撒
の
古
墳
墓
を
約
三
百
項
に
分
っ
て
一
々
其
の
所
在

地
ミ
現
妖
、
こ
を
明
記
し
、
重
要
な
る
潰
跡
に
あ
っ
て
は
内
部
構
造

の
測
圏
を
加
へ
、
專
門
學
者
研
究
の
業
績
を
も
引
用
し
て
、
記
載

の
忠
實
を
所
期
し
て
あ
る
。

　
右
の
本
丈
中
我
が
古
境
墓
の
沿
華
を
論
じ
た
虚
に
は
純
然
た
る

虚
血
的
見
地
か
ら
す
る
ミ
な
ほ
議
す
べ
き
黙
が
あ
り
、
ま
た
第
三

の
古
墳
各
論
の
挿
留
に
も
實
際
に
相
違
し
た
粗
雑
な
も
の
を
混
じ

て
み
る
様
で
は
あ
る
が
、
古
墳
の
全
部
に
亘
り
調
査
し
て
忠
實
に

記
載
し
た
鮎
は
本
書
の
最
も
ε
る
べ
き
虚
で
あ
っ
て
、
ま
た
御
陵

墓
に
關
す
る
文
献
を
集
大
成
し
た
こ
ざ
も
後
の
研
究
者
を
利
す
る

遜
大
で
あ
る
ざ
思
．
心
。
た
穿
此
の
書
印
醐
部
数
僅
小
の
爲
廣
く
一

般
に
頒
布
す
る
に
至
ら
な
い
こ
く
）
を
遺
憾
ミ
す
る
。
　
（
高
市
郡
役

所
印
行
、
三
一
届
）

　
　
愚
古
墳
ご
上
代
の
文
化
（
増
補
本
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
健
膚
著

原
始
丈
様
集
　
　
　
　
　
　
　
　
策
照
悶
號
　
　
　
　
一
m
悶
m
隅
　
　
（
山
ハ
四
一
一
）

　
前
年
丈
化
叢
書
の
一
編
ε
し
て
出
版
せ
ら
れ
た
も
の
を
、
先
頃

改
版
に
際
し
新
に
躍
行
本
く
」
し
た
の
で
あ
っ
て
、
本
文
に
若
干
の

正
角
を
施
す
ミ
共
に
、
新
に
「
埴
輪
よ
り
見
た
る
上
代
の
風
俗
」

ご
「
太
古
に
於
け
る
支
那
文
化
の
憾
來
」
な
る
二
章
を
加
へ
、
巻

末
に
引
用
古
墳
地
名
一
興
表
を
附
載
し
た
も
の
、
從
っ
て
内
容
は

ほ
穿
倍
加
す
る
噛
こ
共
に
、
前
の
冊
子
が
實
は
古
墳
墓
構
造
の
概
説

で
あ
っ
て
や
、
表
題
に
副
は
な
い
観
の
あ
っ
た
鮎
が
除
か
れ
た
わ

け
で
あ
る
。
其
の
本
文
の
塘
訂
に
於
い
て
方
形
墳
に
醸
す
る
見
解

の
改
訂
（
三
〇
…
三
一
頁
）
の
如
き
は
特
記
す
べ
き
一
で
あ
ら
）
。

（
雄
由
閣
獲
行
、
償
二
．
○
○
）

　
　
醗
原
始
文
濫
悪

　
杉
山
壽
一
男
氏
の
編
纂
に
依
り
工
藝
美
術
研
究
會
か
ら
出
版
し

て
乱
る
寓
堤
集
で
あ
っ
て
、
菊
倍
版
の
コ
ロ
タ
イ
プ
版
＋
枚
に
解

論
四
頁
を
加
へ
た
も
の
を
一
集
隔
こ
し
て
、
昨
年
十
一
月
第
一
輯
を

幽
し
毎
月
画
回
三
三
、
十
二
輯
を
以
て
完
結
す
る
一
定
の
も
の
今

ま
既
刊
の
八
輯
分
に
就
い
て
見
る
に
、
採
る
塵
の
資
料
は
我
が
原

始
文
様
，
こ
し
て
最
も
見
る
べ
き
石
器
時
代
の
織
紋
土
瀞
の
そ
れ
を

主
ざ
し
て
、
土
偶
、
土
版
、
耳
飾
等
の
類
を
も
含
め
、
優
秀
最
を



贋
く
全
國
に
求
め
て
精
義
を
網
羅
せ
ん
S
つ
ε
め
て
み
る
上
、
其

の
蓮
物
を
印
謎
す
る
に
際
し
て
、
從
來
行
は
れ
た
躍
に
形
の
爲
翼

だ
け
に
満
足
せ
す
、
書
影
に
依
っ
て
全
備
様
の
展
開
畷
を
併
せ
載

せ
た
の
は
丈
襟
集
ε
し
て
の
名
に
副
ふ
も
の
で
あ
り
、
印
刷
ま
に

鮮
明
，
考
古
三
者
に
も
ま
た
藝
術
家
に
も
役
立
つ
慮
が
多
い
。
解

読
は
東
京
帝
室
博
物
館
の
後
藤
守
「
氏
の
執
筆
に
係
る
ぐ
」
云
ひ
、

ま
た
要
を
得
た
も
の
で
あ
る
が
、
其
の
三
襟
の
性
質
に
回
し
て
氏

特
自
の
意
見
が
可
な
り
多
く
附
け
加
へ
ら
れ
て
る
る
の
は
此
の
圖

集
の
性
質
な
さ
か
ら
し
て
如
何
な
も
の
で
あ
ら
う
か
◎
（
東
京
工

藝
美
術
研
究
會
、
贋
一
図
｝
・
五
〇
）

　
　
⑭
筑
紫
野
民
諜
集
　
　

及
川
儀
右
衛
門
薯

　
郷
土
研
究
於
褒
行
の
燃
．
蓬
叢
書
の
一
編
で
あ
っ
て
、
著
者
及
川

氏
か
岡
地
に
於
け
る
二
年
の
生
活
中
、
圭
噌
こ
し
て
浮
璃
、
三
井
、

三
図
等
の
地
で
燦
噛
し
た
，
河
童
の
話
、
怪
火
の
話
、
長
者
の
話
、

紳
事
項
歌
舞
の
話
，
田
の
紳
秘
、
水
の
奇
論
の
話
、
怪
異
の
話
の

六
二
ハ
に
分
け
た
民
姻
岬
四
十
六
種
を
載
せ
、
所
々
に
ゆ
心
轡
ハ
な
注
繹
を

附
し
た
菊
判
傘
裁
百
八
十
頁
の
冊
子
で
あ
っ
て
、
窪
ん
で
面
白
く
、

民
俗
の
研
究
考
は
も
ご
よ
り
、
一
般
の
導
者
に
も
向
く
好
著
で
あ

る
。
（
郷
土
研
究
壮
、
．
催
土
・
九
〇
）
〔
以
上
梅
原
〕

　
　
　
第
九
巷
　
漿
層
報
　
駁
撃
路
束
塁
二
古
蟹
の
嚢
掘
調
査

彙

報

　
　
翻
身
州
導
束
里
二
古
墳
の
登
掘
調
査

　
今
年
の
五
月
か
ら
六
月
に
亘
っ
て
朝
鮮
総
督
府
古
蹟
調
査
諜
の

事
業
の
M
ε
し
て
三
州
踏
三
里
の
二
三
の
古
墳
の
三
三
調
査
が
行

は
れ
た
。
そ
れ
は
墳
塾
が
民
家
の
問
に
介
在
し
て
著
し
く
封
土
を

削
り
取
ら
れ
ほ
f
中
心
に
達
す
る
檬
に
見
え
た
の
で
、
破
壌
に
先

立
ち
撃
術
的
に
調
査
し
よ
う
ミ
の
齋
藤
総
督
の
主
意
に
基
い
た
の

で
あ
っ
て
、
當
時
三
三
中
の
梅
原
京
都
大
學
囑
託
が
囑
を
受
け
て

澤
、
小
泉
、
諸
鹿
三
等
ミ
協
力
事
に
回
り
、
一
｝
三
共
に
原
形
を
遣

存
し
た
蛍
要
部
に
掘
り
嘗
て
｝
多
鍬
の
三
頭
品
を
嚢
卜
し
，
殊
に

西
古
墳
に
て
は
前
年
偶
然
見
出
さ
れ
た
金
冠
塚
の
そ
れ
に
匹
敵
す

る
貴
重
な
装
身
具
額
を
獲
て
考
古
學
上
稀
に
見
る
業
績
を
牧
め
た

こ
ミ
は
特
筆
に
償
す
る
。
今
ま
其
の
勤
評
を
紹
介
す
る
に
、
獲
掘

調
査
し
た
二
基
の
古
墳
は
共
に
慶
娼
の
入
口
に
鐸
ゆ
る
鳳
嵐
墓
の

南
に
近
く
存
す
る
も
の
で
、
圓
形
で
あ
る
が
既
に
土
饅
頭
の
孚
以

上
を
失
ひ
，
且
つ
大
さ
も
さ
ま
で
大
き
な
も
の
で
は
な
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
剛
四
五
　
（
六
四
三
）


